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大学における教育と研究 (要 旨 )
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近年,わ が国にぉいては,大 学教育を志望するものが増加の一途をたどっており,そ れに従って大学

の数も急激に増加している。しかし,そ のすべてが大学における教育や研究はいかにあるべきかを真に

理解しているか,と の間いに対しては,必 ずしも満足な答えを得るまでに至っていない。従って,少 な

くとも大学人は,大 学とは何か,そ の教育と研究はいかにすべきかを常に念頭におき,強 固な信念のも

とに職責を果たす努力をすべきであると考えて,こ のようなテーマを選んだ。

I 大 学 人 の心構 え

大学とは,学術の中心として,専門の学芸を教授 ・研究する最高学府である,と 定義されている。す

なわち,大 学は学術の中心として,そ れぞれの専門領域の学問を教授し,研究することを目的としてお

り,と くに専門的な技能者,教育者,指導者,研究者などを育成する場であるといえる。従って,専 門

的学術を教授し研究することのできる十分な施設,設 備の必要なことはいうまでもないが,そ れにも増

して十分な専門的知識と指導性をもつ優秀な教官の存在が重要でありy更 に,教 育に堪え,研 究できる

能力をもつ学生が必要である。しかも,学 問は常に進歩し発展するので・新しい知識の吸収や研究の進

展を計るのみでなく,広 く学際的の研究も必要となり,卒 前のみならず卒後教育,更 には生涯教育の重

要性も不可欠となってきた。これに対して,大学における教育と研究はどうすべきか,将来いかにすべ

きを常に検討し,実現を計ることは大学人の責務であると考える。

I 大 学 にお ける教育 と研究 の変遷

大学にぉける教育と研究のあり方は,か なりの変革がみられ,と くに関連の深い医学教育の領域にお

いて著しいと考えられる。単に疾病の治療を主とする治療医学の時代から,最 近は人類の健康の保持
・

増進という社会的要請に応ずる包括医学へと拡大し,個 人から集団へ発展し,人 類の生存や幸福を追求

する方向へ進み,総 合的医学の考え方を重視する傾向が見られる。1953年の米国医科大学連合での 「医

学教育の目標」は,体 系的な知識を詳細に与えることではなく,学 生が医学全般に応用できる基本的原

則を学び,事 象や経験を正確に半」断できるように習慣づけ,保 健や疾病の問題を解決するに当り,こ れ

らの原則および判断力を駆使できる能力を伸展できるように配慮すべきである,と している。これによ

り,多 種の教授 ・学習方法を効果的に組み合わせて,学 生の自主的な学習を促進し,早 くから病人や家

族に接触させて学習の意欲を高めるとともに医師としての使命感,倫 理感を体得させる方法をとってい

る。わが国でも十数年前から,単 なる講義主義より実地教育に重点をおき,実 習時間の増加とともに小

人数教育や問題解決学習などの新しい教育方法が導入されている。

研究面においても,個人の独創的な研究のあり方から,広 く専門分野のものが相互に協力,援 助し合

う協同研究や総合研究の方向が多くなり,規 模 も大 きくなり,複雑化の傾向を辿っている。従って,大
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学院における教育も研究のあり方も将来の方向を見定めて改善されなければならない。   ■  ||

Ⅲ 看 護学 部 における教 育 と研究

看護学部は,看 護学を教授 ・研究する最高学府で,看 護学の教育者,指 導者,研 究者,技 術者を育成

する場である。看護学をHuman Caraを 研究する科学であると考えるならば,医 学と類似しており

看護学教育の第 1歩は人間を理解することにあり=こ の基礎知識を活用し,常 に研究的態度をもって事

態に接し,正 しい判断を経験的に獲得する実践教育を充実させ,自 主的の学習意欲を高めるとともに使

命感や倫理感を体得させることが必要である。特に教官は,日 進月歩の科学的知識を取 り入れるととも

に自らの専門的研究領域を明確にして真理の追究に努力し,協 力し合って科学の進歩に貢献すべきであ

ると考える。        1
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